
７．河川空間の利用状況 

 ７－１ 河川の利用状況 

 上流部（本匠村・直川村）では、水泳、水遊び等の自然的利用が多く、水辺の楽校の整

備による環境学習の場としても利用されている。中流部（弥生町）では水泳、水遊び、散

策等の自然的利用が多く、高水敷には河川公園が整備され施設的利用もされている。下流

部（佐伯市）では散策による自然的利用のほか、公園、グランド、ゴルフ場も整備されて

おり、施設的利用が多い。また、中流部の番匠公園や下流部の池船スポーツ公園では、市

や町を代表するイベント等が行われている。 

 親水活動調査によると、平成 12年度の年間の河川空間利用者総数は約 19万人である。 
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      図７－１  年間河川空間利用状況（番匠川） 

 

 

 

 
出典：河川水辺の国勢調査
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 カ ヌ ー 大 会 川 ま つ り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
コスモスまつり 佐伯番匠火まつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ス ポ ー ツ ゴ ル フ 場 

 

 出典：佐伯河川国道事務所 
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７－２ 高水敷の利用状況 

 河川区域の面積は 6,216,000 ㎡、そのうち、利用可能な高水敷の面積は 616,000 ㎡であ 

 る。 

  高水敷における河川占用施設の面積は 235,203 ㎡で高水敷地（３号地）の約４割を占め 

 ている。 

 

表７－１    河 川 区 域 面 積 内 訳            

 
低 水 敷 地      

（１号地） 

高 水 敷 地      

（３号地） 

堤 防 敷 地      

（２号地） 

計 

（千 ㎡） 

割 合 

（％） 

官 有 地     4,706  615      875    6,196      99.7 

民 有 地        17        1        2        20       0.3 

不 明 地            0        0        0         0       0 

計    4,723      616      877     6,216 － 

割合（％）   76.0       9.9       14.1 －    100.0 

出典：H14 河川管理統計報告 

 

表７－２     高水敷占用施設内訳           

種  別 箇 所 数      面 積（㎡） 

ゴ ル フ 場               1       34,381 

公 園 緑 地               8      158,279 

運 動 場               5       12,286 

採 草 地               1        3,665 

田 畑               0            0 

駐 車 場               0            0 

そ の 他              10       26,592 

計         25    235,203 

                   出典：H14 河川管理統計報告 




